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令和５年第２回永平寺町議会定例会議事日程 

（１日目） 

                          令和５年２月２７日（月） 

                          午前１０時００分 開 議 

 

１ 議事日程 

  第 １        会議録署名議員の指名 

  第 ２        会期の決定 

  第 ３        諸般の報告 

             （町長招集あいさつ） 

  第 ４ 承認第 ２号 令和４年度永平寺町一般会計補正予算の専決処分の承認 

             について 

  第 ５ 議案第 ３号 令和４年度永平寺町一般会計補正予算について 

  第 ６ 議案第 ４号 令和４年度永平寺町国民健康保険事業特別会計補正予算 

             について 

  第 ７ 議案第 ５号 令和４年度永平寺町後期高齢者医療特別会計補正予算に 

             ついて 

  第 ８ 議案第 ６号 令和４年度永平寺町介護保険特別会計補正予算について 

  第 ９ 議案第 ７号 令和４年度永平寺町立在宅訪問診療所特別会計補正予算 

             について 

  第１０ 議案第 ８号 令和４年度永平寺町下水道事業特別会計補正予算につい 

             て 

  第１１ 議案第 ９号 令和４年度永平寺町農業集落排水事業特別会計補正予算 

             について 

  第１２ 議案第１０号 令和４年度永平寺町土地開発事業特別会計補正予算につ 

             いて 

  第１３ 議案第１１号 令和５年度永平寺町一般会計予算について 

  第１４ 議案第１２号 令和５年度永平寺町国民健康保険事業特別会計予算につ 

             いて 

  第１５ 議案第１３号 令和５年度永平寺町後期高齢者医療特別会計予算につい 

             て 

  第１６ 議案第１４号 令和５年度永平寺町介護保険特別会計予算について 
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  第１７ 議案第１５号 令和５年度永平寺町立在宅訪問診療所特別会計予算につ 

             いて 

  第１８ 議案第１６号 令和５年度永平寺町下水道事業特別会計予算について 

  第１９ 議案第１７号 令和５年度永平寺町農業集落排水事業特別会計予算につ 

             いて 

  第２０ 議案第１８号 令和５年度永平寺町土地開発事業特別会計予算について 

  第２１ 議案第１９号 令和５年度永平寺町上水道事業会計予算について 

  第２２ 議案第２０号 永平寺町個人情報保護法施行条例の制定について 

  第２３ 議案第２１号 永平寺町情報公開・個人情報保護審査会条例の制定につ 

             いて 

  第２４ 議案第２２号 永平寺町行政組織条例の一部を改正する条例の制定につ 

             いて 

  第２５ 議案第２３号 永平寺町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正 

             する条例の制定について 

  第２６ 議案第２４号 永平寺町防災行政無線設備の設置及び管理に関する条例 

             の一部を改正する条例の制定について 

  第２７ 議案第２５号 永平寺町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制 

             定について 

  第２８ 議案第２６号 永平寺町給食センター条例の一部を改正する条例の制定 

             について 

  第２９ 議案第２７号 永平寺町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定 

             について 

  第３０ 議案第２８号 永平寺町狂犬病予防法施行条例及び永平寺町手数料徴収 

             条例の一部を改正する条例の制定について 

  第３１ 議案第２９号 永平寺町土地開発基金条例を廃止する条例の制定につい 

             て 

  第３２ 議案第３０号 第二次永平寺町総合振興計画後期基本計画の策定につい 

             て 

  第３３ 議案第３１号 町道の認定について 

  第３４ 諮問第 １号 永平寺町人権擁護委員候補者の推薦について 

  第３５ 請願第 １号 所得税法第５６条の廃止を求める意見書採択のお願い 

  第３６        議員派遣の件 
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２ 会議に付した事件 

  議事日程のとおり 

 

３ 出席議員（１４名） 

 １番  酒 井 圭 治 君 

 ２番  長 岡 千惠子 君 

 ３番  川 崎 直 文 君 

 ４番  朝 井 征一郎 君 

 ５番  清 水 紀 人 君 

 ６番  金 元 直 栄 君 

 ７番  森 山   充 君 

 ８番  清 水 憲 一 君 

 ９番  滝 波 登喜男 君 

１０番  齋 藤 則 男 君 

１１番  上 田   誠 君 

１２番  松 川 正 樹 君 

１３番  楠   圭 介 君 

１４番  中 村 勘太郎 君 

 

４ 欠席議員（０名） 

 

５ 永平寺町議会に説明のため出席した者の職氏名 

町         長   河 合 永 充 君 

副    町    長   山 口   真 君 

教    育    長   室   秀 典 君 

消    防    長   坪 田   満 君 

総 務 課 長   吉 川 貞 夫 君 

契 約 管 財 課 長   竹 澤 隆 一 君 

防 災 安 全 課 長   吉 田   仁 君 

財 政 課 長   森 近 秀 之 君 

総 合 政 策 課 長   清 水 智 昭 君 
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住 民 税 務 課 長   原   武 史 君 

会 計 課 長   石 田 常 久 君 

福 祉 保 健 課 長   木 村 勇 樹 君 

子 育 て 支 援 課 長   島 田 通 正 君 

農 林 課 長   黒 川 浩 徳 君 

商 工 観 光 課 長   江 守 直 美 君 

建 設 課 参 事   田 辺   毅 君 

上 下 水 道 課 長   朝 日 清 智 君 

学 校 教 育 課 長   多 田 和 憲 君 

生 涯 学 習 課 長   清 水 和 仁 君 

 

６ 会議のために出席した事務局職員 

議 会 事 務 局 長   坂 下 和 夫 君 

書         記   酒 井 春 美 君 
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～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

（午前１０時００分 開会） 

～開 会 宣 告～ 

○議長（中村勘太郎君） 開会に当たりまして一言ご挨拶を申し上げます。 

 去る２月１４日、町長より令和５年第２回永平寺町議会定例会の招集告示がな

され、早速ご案内を申し上げましたところ、各議員におかれましては、ご健勝に

て一堂に会し、本定例会がつつがなく開会できますこと、厚く御礼を申し上げま

す。 

 本定例会は、令和５年度当初予算を審議する重要な議会であります。提出され

た諸議案は、令和５年度予算案及び令和４年度補正予算案のほか、条例の制定及

び改正等、町民生活に関連が深く、かつその内容も多種多様にわたる膨大なもの

でございます。 

 議案の内容につきましては、後刻、町長から提案理由等の説明をいただきます

が、当議会といたしましても、町民の福祉増進の見地から十分なる検討を加え、

町政運営上、十分反映されるよう努力いたしたいと存じます。 

 したがいまして、議員各位の綿密周到な審議をいただき、適正かつ妥当なる議

決に至りますよう念願するものでございます。 

 既に立春は過ぎておりますが、残寒厳しいものがございます。皆様には、ご自

愛いただき今議会の審議にご精励くださいますようお願いを申し上げ、開会のご

挨拶といたします。 

 なお、本日傍聴に来庁されました皆様には、傍聴心得を熟読され、円滑なる議

会進行にご協力いただきますようお願いを申し上げます。 

 また、傍聴者を含め議場に入場する方には、マスク着用などの新型コロナウイ

ルス感染症予防の対応にご理解とご協力をいただき、厚く御礼を申し上げます。 

 本日の会議事件の説明者として、町長、副町長、教育長、消防長並びに各課長

の出席を求めてあります。 

 本日の議事日程は、会議規則第２１条の規定に基づき、皆様のお手元に配付し

てありますので、ご確認のほど、よろしくお願いします。 

 ただいまの出席議員は１４名で定足数に達しております。 

 これより令和５年第２回永平寺町議会定例会を開会します。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

～日程第１ 会議録署名議員の指名～ 
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○議長（中村勘太郎君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により、１１番、上田君、１２

番、松川君を指名いたします。 

～日程第２ 会期の決定について～ 

○議長（中村勘太郎君） 次に、日程第２、会期の決定の件を議題といたします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期を、本日、２月２７日から３月２２日までの２４日間としたい

と思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村勘太郎君） 異議なしと認めます。 

 よって、本定例会の会期は、本日、２月２７日から３月２２日までの２４日間

に決定しました。 

～日程第３ 諸般の報告～ 

○議長（中村勘太郎君） 次に、日程第３、諸般の報告を行います。 

 諸会合の出席状況報告書を皆様のお手元に配付してありますので、ご確認のほ

どお願いいたします。 

 次に、例月出納検査の結果が監査委員より提出されております。その写しを皆

様のお手元に配付してありますので、ご報告に代えさせていただきます。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

 次に、町長より招集の挨拶並びに所信表明を受けます。 

 河合町長。 

○町長（河合永充君） 皆さん、おはようございます。 

 本日ここに、令和５年第２回永平寺町議会定例会が開会されるに当たり、町政

運営の所信の一端を申し述べるとともに、今回ご提案いたします議案等の概要に

ついてご説明申し上げます。 

 寒さも少しずつ緩み始め、日脚が延びてくるなど、春の訪れを感じる季節とな

りました。 

 議員各位におかれましては、ご壮健でご活躍のことと心よりお喜び申し上げま

す。第２回定例会のご案内をさせていただきましたところ、ご参集を賜り、厚く

御礼申し上げます。 

 さて、国は、新型コロナウイルス対策のマスク着用について、３月１３日以降、

個人の判断に委ねることを基本とする決定をしました。また、５月８日には、新
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型コロナウイルスの感染症法の位置づけを季節性インフルエンザと同じ５類へ移

行するなど、これまで浸透してきた基本的感染対策が大幅に緩和されます。 

 今後は、家庭、学校、職場、地域のあらゆる場面で日常を取り戻す動きが進ん

でまいります。 

 本町といたしましては、公的支援やマスク着用の在り方に関することなど、感

染抑制との両立に向けて情報収集を行い、段階的な移行に混乱が生じないよう広

報、啓発に努めてまいります。 

 本町の新型コロナワクチン接種ついては、１２歳以上の町民では８１％の人が

３回以上の接種を完了し、５３％の人がオミクロン株対応ワクチンの接種を完了

しています。 

 来年度の接種体制はまだ明らかになっていない点もありますが、今後も油断な

らない感染症であることに変わりはございません。感染しない、させないことを

基本に、新型コロナワクチンの接種体制を継続してまいります。 

 新型コロナウイルスの流行が始まって４年目に入りました。この間、様々な活

動が制限され、人と人とのつながりや社会経済活動に大きな影響が及びました。 

 このような社会情勢であっても、時代は力強く前に進んでいます。コロナ禍を

契機とした社会変革に対応し、さらに未来に向けて進化を続けています。特にデ

ジタル化と脱炭素化に向けた最先端技術の分野において進歩が著しく、あらゆる

産業で新たな価値の創出や劇的な効率化が進んでいます。 

 このような変化は特別なことではなく、いつの時代においても全ての人の周り

で起こることです。大事なことは、変化に素早く柔軟に適応することです。 

 本町においても、これまで先人が残してきた歴史や文化を踏まえつつ、より高

いレベルの安心と成長につながる取組に挑戦し、みんなが笑顔になるまちの実現

に向けて、様々な可能性を形に変えてまいります。 

 令和５年度から、第二次永平寺町総合振興計画の後期基本計画がスタートしま

す。後期計画では、働く場や子育て環境の整備により移住者の受入れ体制を整え、

観光客の満足度向上に向けた取組や、循環型社会の構築、再生可能エネルギーの

導入などを推進してまいります。 

 今後も、町民の皆さんが自慢できるまちとなるよう、人々が集いたくなる出会

い、交流の場を創造し、関係人口を活用した多様な施策に取り組んでまいります。 

 少子・高齢化対策や移住・定住支援対策は喫緊の最重要課題であります。この

ため、機構改革を行い「えい住支援課」を創設し、企業誘致など、雇用機会の創
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出による人口増対策や移住・定住支援に特化する施策を総合的かつスピード感を

持って進めてまいります。 

 なお、「えい住支援課」のネーミングは、町民の皆様や移住、定住を考えてい

る人たちに、えいへいじ（永平寺）町に永（なが）く住み続けていただけるよう

願いを込めて名づけたものであります。 

 それでは、令和５年度の取組について申し上げます。 

 予算編成に当たっては、第二次永平寺町総合振興計画に基づく事業を着実に推

進するため、今年度に改定する後期基本計画答申の意見を十分に尊重し、目標を

達成するために必要となる予算を編成させていただきました。 

 この結果、一般会計の令和５年度当初予算額は９４億４，５１６万１，０００

円を計上し、歳入については、地方財政計画などを考慮し、地方税収入として２

０億５，０８２万円、地方交付税３９億１，０００万円、また、活用できる国庫

補助金及び県支出金、交付税措置に有利な合併特例債及び過疎債などの財源確保

に取り組み、予算を計上しております。 

 歳出については、各担当課において第二次永平寺町総合振興計画の基本目標の

達成に向けて事業内容を精査し、予算を計上させていただいております。 

 それでは、各所属が取り組む主な施策について申し上げます。 

 初めに、総務課について申し上げます。 

 令和４年度の永平寺町への個人のふるさと納税寄附額は、１月末時点において

９，２００万円となり、前年同時期と比べ約１．３倍となりました。令和５年度

についても適切な制度運用に努め、より多くの皆様に応援していただけるよう、

中間事業者が持っている企画力や返礼品に魅力ある商品を取り入れ、ふるさと納

税を通じて永平寺町の魅力を発信してまいります。 

 なお、いただきました寄附金につきましては、子育て支援の充実や教育力の向

上、高齢者福祉の充実、防災力の向上など、寄附者の思いに沿った事業に活用さ

せていただいております。 

 令和４年度の企業版ふるさと納税につきましては、地域スポーツチームによる

地方創生支援と企業版ふるさと納税活用支援事業を合わせて３，８００万円の寄

附を受けました。寄附額の９割については、令和５年度において、企業等が取り

組む永平寺町まち・ひと・しごと創生総合戦略に位置づけられた事業を実現する

ための助成金として活用し、地方創生の推進に努めてまいります。 

 持続可能で、多様性を認め合う共生社会の実現を目指し、同性カップルに婚姻
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相当と認めるパートナーシップ制度の導入に向けて準備を進めてまいります。広

報紙の特集ページや講演会などの啓発を通じて、パートナーシップ制度の意味や

多様性を認める社会の重要性について、町民の皆様の理解を深めてまいります。 

 町職員においても、先進地視察や職員研修を通じて性的マイノリティの方々の

現状や直面する課題について十分に理解し、当事者に寄り添った制度構築に努め

てまいります。 

 地域おこし協力隊員につきましては、現在、芸術文化、農産品販売の２名の方

が活動しています。令和５年度においても引き続き、農産物生産をはじめ地域活

性化につながる隊員の募集を継続し、人口減少や少子・高齢化などに起因する地

域課題の解決に取り組んでまいります。 

 続きまして、契約管財課について申し上げます。 

 公共施設における安全の確保は、行政に課せられた重要な責務であります。 

 契約管財課では、町民の皆様に安心して利用していただくことを目的に、施設

管理者による日常点検を指導、実施しています。さらに、大型台風や大雪など、

近年の異常気象により天候が悪化した場合においても緊急点検を指示し、安全確

保に努めています。 

 このような日頃の点検を習慣化することにより、いち早く変化や異変に気づく

ことができ、業務への大きな影響も回避することができます。さらに、維持管理

費の面でも修繕に必要な出費を最小限に抑えることにもつながり、一定の成果を

上げているものと認識しております。 

 永平寺町が目標とするＳＤＧｓの取組については、脱炭素社会への実現に向け、

次世代自動車の導入方針に基づき電気自動車等を計画的に導入するとともに、議

場照明のＬＥＤ化を行い、ＣＯ２の削減に積極的に取り組んでまいります。 

 公共施設の適正管理については、松岡幼稚園が令和５年３月をもって閉園する

ことに伴い、庁内跡地利用検討会の結果を踏まえ、附属のプール施設を町立図書

館及び松岡小学校の来訪者用駐車場として再整備を行い、公有地の有効活用を図

ってまいります。 

 このほか、建設課で進めている西幼児園跡地の公園整備については、関係各課

と協議しながら公有財産の有効活用に努めてまいります。 

 続きまして、防災安全課について申し上げます。 

 要配慮者を対象とした個別避難計画の作成については、令和３年度の事業着手

からこれまで、５３集落で１５０名の計画を作成しました。 
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 要配慮者一人一人に合った避難計画を作成するためには、地域の支援者のご理

解とご協力が必要不可欠です。引き続き、各種説明会や避難訓練等を通じて、避

難行動要支援者名簿を基に、優先度の高い要配慮者から避難計画を作成してまい

ります。 

 令和５年度は、防災ＤＸの推進に取り組んでまいります。 

 災害情報の発信については、これまで発信手段ごとに異なった方法で複数職員

の対応により災害情報を発信していましたが、新たに総合防災システムを採用し、

災害情報発信業務の効率化と一元化を進めてまいります。災害情報を複数の媒体

へ即時配信し、気象や避難等に関する情報を町民の皆様に迅速かつ的確に伝達す

ることで、適切な避難行動を取ることができるよう支援してまいります。 

 指定福祉避難所の整備につきましては、昨年度より、災害時の停電に備え、電

気自動車等から電力供給を可能とする充放電設備の設置を計画的に進めていま

す。令和５年度は、電気自動車購入に併せ、松岡福祉総合センター翠荘に充放電

設備を設置し、防災機能設備の強化を図ってまいります。 

 続きまして、総合政策課について申し上げます。 

 初めに、計画策定について申し上げます。 

 第二次永平寺町総合振興計画後期基本計画の策定に当たり、２月１６日に永平

寺町振興計画審議会長より答申をいただいております。 

 計画においては、将来像は継続し、基本施策等は社会経済情勢が変化した場合

にも柔軟に対応できるように見直しをいたしました。また、基礎自治体としての

役割をしっかり果たせるよう、ＳＤＧｓやＳｏｃｉｅｔｙ５．０などの新たな視

点への対応のほか、地域課題に則した計画へと更新しております。 

 さらに、第２次永平寺町環境基本計画の改定についても、環境指標の設定、Ｓ

ＤＧｓや循環型社会の実現に向けた取組など、環境行政を取り巻く新たな課題の

ほか、脱炭素社会の実現に取り組む計画へと改定しております。 

 この環境基本計画を踏まえつつ、令和５年４月以降にゼロカーボンシティ宣言

を行うこととしており、併せて自然豊かなまちを再認識していただく情報発信を

行い、環境意識の醸成に努めてまいります。 

 次に、移住定住促進事業について申し上げます。 

 移住、定住や子育て支援等に取り組んできた結果、令和４年１月から１２月ま

での１年間の社会増減を見ますと、プラス４７名と転入増となりました。 

 一方、同時期の自然増減では１６３名減少しています。３０年前は３１名上回
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っておりましたが、２０年前は同数、１０年前には９１名減となっており、自然

増減では減少数が増えております。 

 このことは全国的な傾向でもあります。今後も出生数や転入数の増加に寄与す

る施策や事業を推進することで人口減少の抑制を進めていくことが重要でありま

す。 

 町はこれらに対応するため、若年層のＵターンあるいは就職などで本町に転入

してきた人を定住させるＩターン、Ｊターンを一層進めるに当たり、新築住宅を

建てる土地が少なく都市計画等の規制などがある現状を踏まえ、土地や空き家の

流動を促進するとともに、特に永平寺地区、上志比地区への移住、定住を誘導す

る補助事業を新たに創設します。既存の空き家対策や定住支援と併せ、人口の減

少が進む地域での住まいの場の支援となるよう一体的に施策を進めてまいりま

す。 

 次に、ＭａａＳ事業について申し上げます。 

 ２月４日に岸田内閣総理大臣と岡田地方創生担当大臣が、国の実証が進められ

ている自動運転レベル４に対応した車両や、運行システムの視察に来町されまし

た。今年４月以降の自動運転レベル４に対応した道路交通法の施行を見据え、国

内初となる乗車を体験されたもので、町は引き続き国や県と連携し、政府目標の

達成のため、国が行う自動運転事業を支援してまいります。 

 近助タクシーの本格運行が、町内３地区において開始しております。２月１０

日には、志比北・鳴鹿山鹿地区の近助タクシーを運営している志比北振興連絡協

議会が、地域をよりよく、元気にするための日頃の活動が認められ、ふるさとづ

くり大賞の総務大臣表彰を受賞されました。今後も、豊かで活力ある地域社会の

構築を図り、利用者からも信頼いただける事業として、定着するよう努めてまい

ります。 

 また、これまでも高校生等の移動手段となる通学定期券購入に対し１０％の助

成をしてまいりましたが、令和５年度からは２０％へと拡充し、子育て世帯の家

計負担軽減に取り組んでまいります。 

 続きまして、住民税務課について申し上げます。 

 初めに、税関係について申し上げます。 

 納税手続のデジタル化推進に向けて、引き続き、キャッシュレス決済による納

税の普及啓発を図り、納税者の利便性向上と窓口業務の効率化に努めてまいりま

す。納税者の方が役場窓口へ来庁いただくことなく、自宅でパソコンやスマート
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フォン決済アプリなどを利用して納付する方法を啓発してまいります。 

 徴収については、近年の徴収率９８％と同水準を確保できるよう、永平寺町債

権管理条例の理念に基づいて、納税者に寄り添った徴収に努めてまいります。 

 次に、住民窓口関係について申し上げます。 

 国民健康保険事業においては、国民健康保険運営協議会からの答申を受け、今

議会において令和５、６年度の保険税率改定に関する条例改正案を上程します。

剰余金を活用することで、これまでより実質的な負担減となるものでございます。 

 また、令和５年度は、特定健康診査など保健事業に関する次期６か年計画を策

定する年度となっています。特定保健指導の強化を図ることは健康維持に大きく

貢献することになり、元気で生活できる源になるものです。着実な実施につなが

る計画づくりに心がけてまいります。 

 永平寺町のマイナンバーカード申請受付状況は、令和５年２月１２日時点で申

請者数が１万４，４３２人、申請率は７９．５２％となっております。デジタル

化の推進による行政サービスの効率化の一環として、令和５年度から、マイナン

バーカードを利用した窓口における申請書作成支援システムの導入を行います。 

 マイナンバーカードは、社会全体のデジタル化推進の基盤をなすものであり、

行政サービスのみならず、生活の様々な分野で活用が期待されています。町民の

皆様が質の高いサービスを享受していただけるよう、引き続きマイナンバーカー

ドの普及促進に取り組んでまいります。 

 次に、ごみの減量化について申し上げます。 

 さらなる削減に向け、第２次永平寺町環境基本計画の行動計画に基づき、令和

５年度は環境美化推進員の皆様への学習会を予定しています。学習会を通し幅広

いご意見をいただき、今後の取組に反映させてまいります。 

 続きまして、永平寺・上志比支所について申し上げます。 

 健康長寿クラブと連携した取組につきましては、支所において行っているとこ

ろであり、近年、包括的連携協定を締結している福井県立大学や福井大学から、

健康長寿要因の研究への協力依頼及び、世代間交流会の実施依頼が増加しており

ます。 

 このような世代間交流は、高齢者の皆様にとっても生きがいづくりや、認知症

予防につながっていくものです。今後も、健康長寿クラブと各大学との連携強化

を図り、充実した交流活動の実施に努めてまいります。 

 続きまして、福祉保健課について申し上げます。 
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 障がい者事業では、第４次障がい者基本計画等の計画策定年に当たります。こ

の計画においては、福祉サービスの必要な量や確保のための方策等、サービスを

円滑に実施するために必要な事項を定めます。令和４年度に実施した各種福祉サ

ービスの利用状況に関する意識調査の基礎資料を反映させ、地域共生社会の実現

に向けた計画を策定してまいります。 

 施設管理では、昭和６３年に竣工した福祉総合センター翠荘の屋根改修工事等

の補修に着手し、使用環境の改善と長寿命化を図ります。健康福祉施設「禅の里

温泉」は、開業から１０年が経過しました。浴槽タイルの貼り替え工事や照明設

備のＬＥＤ化など、施設の長寿命化と脱炭素化推進について、指定管理者ととも

に推進してまいります。 

 保健事業では、産後ケア事業の拡充を図ります。これまで、出産後１年未満の

母親と子どもに対して、１回２時間程度の母乳相談を中心とした事業を実施して

まいりました。しかしながら、出産後の心身不調や育児に不安を抱える声がある

ことから、助産師等が常駐する医療機関で心理的なケアや育児指導を受けられる

場を確保し、安心して子育てできる環境の整備を図ってまいります。 

 令和５年度は、高齢者と介護予防の一体的実施事業に取り組みます。この事業

は、福井県後期高齢者医療広域連合と町が協働して、後期高齢者の健康づくりや

介護予防等の事業と連携し、高齢者の特性を踏まえた保健事業を実施するもので

す。健康課題の分析や対象者の把握にデータを活用し企画、調整を行うとともに、

保健師や管理栄養士等が生活習慣病の重症化予防のための個別的支援を実施して

まいります。 

 がん患者補整具等購入支援事業にも取り組んでまいります。がん治療による外

見変化を補完する補整具の購入費用を補助することにより、がん患者等の経済的

負担の軽減を図るものです。補整具で心理的負担の軽減も図られることから、治

療後の社会参加を促進し、生活の質の向上を目指します。 

 町立在宅訪問診療所管理運営事業を拡充してまいります。訪問診療を利用され

ている患者さんの７０％が訪問看護を必要としており、患者さんの経済的負担の

軽減と医療従事者の労働時間の軽減にもメリットがあることから、訪問看護事業

を導入して在宅医療体制の充実を図ってまいります。 

 介護保険事業では、第９期高齢者福祉計画・介護保険事業計画の策定年に当た

ります。介護給付等対象サービスの見込み量を実績値等から推計し、その必要量

から介護保険料を算定します。第８期は、コロナ禍の影響をまともに受けた３年
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間であったことから、実態調査の結果を丁寧に分析しながら作業を進めてまいり

ます。 

 続きまして、子育て支援課について申し上げます。 

 本町の未来を担うのは子どもたちであります。子どもたちが、親や家族の愛情、

地域社会の見守り、支え合いを受けながら、幸せに一歩一歩成長していくことは、

町民の願いであります。仕事と子育ての両立など、社会全体で子育てができる環

境づくりに取り組み、子育て世帯から選ばれるまちを目指し、支援の充実を図っ

てまいります。 

 令和５年４月１日には、民間の幼保連携型認定こども園が開園します。本町と

しましては、園児が安全に楽しく毎日過ごせるよう、また、保護者の皆様も安心

してお子様を託すことができるように、民間園との連携を緊密にし、積極的に関

わり、より質の高い保育サービスを提供し、子育て環境の充実を図ります。 

 ４月から、幼児園、幼稚園において完全給食を実施いたします。現在、３歳児

から５歳児までの園児については主食を持参していただいておりましたが、今後

は、炊きたての温かいご飯など、主食の提供を行ってまいります。 

 また、独り親家庭等の通学定期代助成についても、対象者を高校生のみを小中

学生まで拡充し、保護者の負担軽減に努めてまいります。 

 妊娠期から子育て期にある方は、様々な不安や悩みを抱えております。こうし

た方への気持ちに寄り添い、不安や悩みを解消するため、相談体制の充実を図り、

経済的支援と一体的に、家庭のニーズに応じた切れ目のない、きめ細かな支援を

行ってまいります。 

 保育施設の整備については、園児、保育士等が園で安全、健康、快適に、そし

て安心して過ごせるよう、トイレの洋式化や空調設備、ＬＥＤ照明への入替えな

どを進めてまいります。また、幼児園、幼稚園の保育士等の負担軽減や事務効率

の向上のため、保育ＩＣＴシステムを導入します。保護者の利便性向上、円滑な

連絡体制の構築、連絡帳のデジタル化による情報の共有化を進めてまいります。

今後も良好な環境づくりや施設の保全を計画的に進め、教育、保育の質の向上に

努めてまいります。 

 政府は、こどもまんなか社会を目指すため、令和５年４月１日にこども家庭庁

を設置します。本町においても、こうした国の動きや県の政策を注視しながら、

子どもや家庭に対する支援をより一層充実させられるよう、様々な観点から施策

の検討を進めてまいります。 
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 続きまして、農林課について申し上げます。 

 米価の低迷と生産資材等の価格高騰で、農業経営は厳しい状況が続いています。

また、農業の後継者不足が深刻化しています。一方、国外における紛争や世界人

口の急増による食料の安全保障問題がクローズアップされています。 

 このような状況を受け、国は、様々な農業施策の転換に向け動き出し、その一

つとして、おおむね１０年後の農地利用と担い手を明確化する地域計画の策定を

市町に義務づけしました。この計画は、農業委員会を中心に地域の農業従事者と

土地所有者等が話し合い、農地利用の目標地図を作成し、それに基づき、担い手、

土地所有者、関係機関等及び町が協議して策定するものです。 

 これと併せて、本町の農業基本計画を見直し、農業従事者の所得向上など、農

業の持続的発展に向けた取組の指針を策定してまいります。 

 農業振興では、令和５年度から上志比地区で酒蔵の操業が開始され、今後、永

平寺町産酒米の需要増が見込まれています。生産から加工、販売まで一貫した６

次化産業であり、需要に応じた生産は、農業従事者にとって安定した有利な取引

が期待できるほか、輸出する日本酒用の酒米は生産調整の対象となり、国の補助

金も交付されるため、農業従事者の生産調整に伴う負担の軽減や所得向上につな

がると考えています。 

 今後は、農業従事者とＪＡ及び県と町が連携体制を構築し、生産量の安定確保

と高品質化に取り組み、新たな永平寺町の特産となるよう推進してまいります。 

 土地改良事業では、営農条件の向上や防災機能強化のため、補助金を活用した

農業基盤施設整備を継続して実施するほか、町内の土地改良区を対象に２つの支

援事業を新設し、農業基盤施設の維持管理を支援してまいります。 

 林業では、森林環境譲与税を活用して、森林経営管理制度の実施に向けた意向

調査や地域の森林整備活動等への支援を継続するほか、収益向上と森林資源の利

用サイクル構築を目的に支援事業を新設し、主伐、再造林を推進してまいります。 

 浄法寺山での地滑り対策については、令和５年度に有識者らによる検討委員会

で、県が示す対策案を承認した後、事業計画の策定に入ります。 

 水産業では、九頭竜川中部漁業協同組合の地先資源増大への取組を継続して支

援するほか、九頭竜川への誘客や町民の意識高揚を図るためのイベント開催を支

援してまいります。 

 続きまして、商工観光課について申し上げます。 

 令和５年度は、北陸新幹線福井・敦賀開業に向け、永平寺町の魅力をなお一層
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ＰＲする一年となります。また、開業１年前イベントが県内外の主要な施設で開

催されます。秋には、ＪＲや大手旅行会社、メディアを一堂に集めた全国宣伝販

売促進会議が福井県で開催され、県内自治体や観光関連団体、事業者が観光資源

等をＰＲすることとなっています。 

 これらの機会を通じて、世界に誇る禅のブランドや歴史文化、九頭竜川に関連

するツアーコンテンツ、伝統料理、特産品などを発信し、多くの観光客の皆様を

引きつけ親しまれるよう、関係者の皆様と取組を進めてまいります。 

 誘客手段の一つとして、町では、「禅」「円相」のポスターに加えて新たな観

光ポスターを制作します。永平寺町の魅力がより多くの人に伝えられるよう、観

光誘客効果を高めてまいります。また、永平寺町商工会が実施する町内の観光素

材を集約、整理し、旅行会社等が求める詳細な情報を盛り込んだ素材集の作成事

業に支援を行ってまいります。 

 大本山永平寺の門前街においては、民間事業者が再生事業を進めております。

この事業に対しては、企業版ふるさと納税の一部を原資とする事業補助を行って

まいります。地域が一体となって民間主導による門前まちづくりが促進されるこ

とで地域全体の観光力が底上げされ、インバウンド観光の増加などさらなる観光

振興が図られることを大いに期待しているところです。また、町内の観光施設と

も相互に周遊が図られるよう支援してまいります。 

 さて、現在の経済環境は、コロナ禍や物価高、燃料費、電気代の高騰に加え、

人口減少社会における事業承継の課題や人手不足など、構造的な課題を抱えてお

ります。 

 これらの課題に対応して地域経済の活力を維持する施策として、商工会が実施

する創業塾や事業承継セミナー、異業種交流会等の事業支援を引き続き行ってま

いります。 

 さらに、令和５年度は、創業する際に必要な経費を補助する制度を創設し、新

規創業者の促進とそれに伴う雇用の創出、創業に絡めた移住、定住の支援を図っ

てまいります。 

 続きまして、建設課について申し上げます。 

 平成３０年２月の豪雪と令和３年１月の大雪を教訓に、これまで除雪車の増強

や除雪路線の見直しなどを行い、除雪体制の強化に努めてきました。今シーズン

からは、全ての除雪車にＧＰＳ端末を搭載することで、降雪期における除雪状況

の見える化を促進し、作業の効率化を図ってきたところです。 
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 令和５年度は新たに、積雪の深さを自動計測化し、２４時間遠隔監視すること

ができる積雪モニタリングシステムを導入します。深夜パトロールの負担軽減と、

短時間における大雪や明け方の予期せぬ降雪などにも適切な出動連絡が行える体

制に強化し、除雪車出動の迅速化に努めてまいります。 

 また、松岡清流地区西側のファミリーパーク内にある、使用されていない井戸

を活用し、清流地区内のメイン道路、町道清流１３２号線の消雪整備に着手しま

す。冬期間における通勤通学など、通過交通量が多い道路の交通の確保に努めて

まいります。 

 なお、交通量が多く、県の最重要除雪路線となっている旧国道４１６号の町道

花谷牧福島線については、一部消雪未設置区間があることから、水源調査など、

消雪設備の整備に向けた調査を行ってまいります。 

 町道の維持管理については、老朽化していくアスファルト舗装をはじめとした

道路施設に対して、舗装の打ち換え工事や町道橋、道路照明などといった道路構

造物の補修工事をこれまでと同様、引き続き計画的に行っていくとともに、通学

路を中心に道路パトロールを強化し、修繕箇所の早期発見、早期補修に努め、安

全で安心な道路環境づくりに努めてまいります。 

 住宅支援事業では、令和５年度も引き続き、木造住宅耐震化の推進に努めると

ともに、空き家の利活用支援や空き家バンク登録の推進、無料相談会の開催など、

空き家対策に積極的に取り組んでまいります。 

 特に、子育て世帯と移住者への住まい支援事業においては、移住者の定義を、

県内に住所を有していない県外者だけを対象としていましたが、令和５年度から

は、県内からの移住者も対象に加えてまいります。 

 また、バンク登録されている物件については、賃貸成約者への家賃補助や、永

平寺地区、上志比地区の物件購入・リフォーム費用に対しても加算補助を行うな

ど新たな施策を講じ、さらなる移住・定住支援に努めてまいります。 

 松岡公園については、さらなる公園の魅力アップを目指し、眺望園地にある休

憩舎施設においてバーベキューができるように一部改修を行い、家族連れなどで

にぎわう魅力ある公園づくりに努めてまいります。 

 続きまして、上下水道課について申し上げます。 

 上下水道事業は、全国的に設備の老朽化対策が喫緊の課題となっており、本町

においても今後、多額の費用を投じて設備の更新を行う必要があります。 

 このような情勢の中、下水道事業におきましては、令和２年度に策定しました



 －18－

ストックマネジメント計画に基づき、令和３年度から永平寺中央浄化センターを

中心に本格的な設備更新を開始しました。 

 令和５年度についても、国庫補助事業を活用することにより本町の財政的な負

担軽減を図りながら、計画的な設備更新を進めてまいります。 

 また、下水道事業及び農業集落排水事業については、公営企業法適用化に向け

た移行準備期間の最終年度となります。 

 令和５年度は、条例等の制定や改正、現特別会計の打切り決算及び次年度当初

予算編成等を行い、令和６年度からの円滑な公営企業会計の運用開始に向け準備

を進めてまいります。 

 上水道事業については、令和４年度に上志比配水区原水の高度浄化処理を行う

紫外線処理装置整備に係る基本・詳細設計を行いました。 

 令和５年度及び令和６年度において、国の補助金を活用し電気・機械設備など

の整備を進め、これまで以上に安心・安全な水道水の安定供給に努めてまいりま

す。 

 続きまして、学校教育課について申し上げます。 

 志比北小学校の学校再編につきましては、１月５日、学校及び幼児園の保護者

会から、志比小学校と統合することにご賛同いただく旨の回答書を頂き、２月７

日から９日にかけて地域住民との意見交換会を開催いたしました。今後は、議会

のご意見をいただき、方向性を確定したいと考えております。 

 上志比中学校につきましては、保護者の皆様との意見交換を進めている間に６

年生の進学先を決める時期となったことから、統合するにしても、現在の６年生

が中学校を卒業した後の令和８年４月以降にさせていただくことで、小中学校保

護者会役員のご理解をいただきました。 

 今後は、ほかの中学校との交流を拡充し、小規模校のデメリットを解消しなが

ら、保護者のご意向を最優先に考えてまいります。このため、令和５年度の重点

事業として、交流拡充のためのバス借り上げ料を新規に計上しております。 

 そのほかの主要事業といたしましては、学校施設長期保全・再生計画に基づく

各校の改修工事、及び避難所としての機能強化を図るためのトイレ洋式化により、

児童生徒と教職員に安全で快適な環境を提供いたします。 

 また、脱炭素社会に向けた取組の一環として、校舎のＬＥＤ化工事に向けた設

計業務も行います。 

 現在、本町の学校で重点的に進めている項目には、ＩＣＴ教育とふるさと教育
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の推進がございます。ＩＣＴ教育におきましては、引き続きタブレット活用支援

員を配置し、ハード面での環境整備と教員のスキルアップに努めてまいります。

ふるさと教育につきましても、教員による研究会で様々な工夫を協議しながら各

校での取組を発表し合うなど、永平寺町を知り、愛着を持つための取組を継続し

てまいります。 

 続きまして、生涯学習課について申し上げます。 

 若者の社会参加を促進するワカマチプロジェクトについては、共同学習や交流

を通じて地域づくりに参画するきっかけをつくり、自発的な活動に結びつくよう、

引き続き支援してまいります。 

 文化芸術振興事業については、地域おこし協力隊員と町民が映画制作に取り組

み、春には撮影が終了する予定です。制作した映画は各種映画祭に出品し、本町

の様々な魅力を広く国内外に伝えてまいります。 

 また、文化公演事業では、本町在住の笑福亭笑生さんが落語家と認められる年

季明けを迎えたことから、本町でのお披露目を兼ねた落語会を企画し、町民の皆

様に寄席という日本文化に触れる機会を提供してまいります。 

 町内の文化財を後世に伝えていくため、島地区の宝篋印塔周辺の整備をはじめ、

各種の調査、管理を引き続き行ってまいります。 

 さらに、令和５年度から学芸員を採用し、南先生の指導の下、講座や展示、古

墳群の案内企画などを通じて幅広い世代に、先人が残した町の文化財や歴史を紹

介してまいります。 

 スポーツの振興については、永平寺町スポーツ協会が主体的に企画運営する取

組を支援し、大人から子どもまで多様なスポーツに親しむ環境づくりを推進して

まいります。 

 また、利用者が増えている永平寺町健康福祉スポーツ施設「ニンキー体育館」

について、利用者からの要望に応え人工芝を敷設し、利用環境の向上を図ってま

いります。 

 そのほか、企業版ふるさと納税寄附金の一部については、地域スポーツチーム

への事業補助金に充てるほか、町民のスポーツ振興に活用させていただきます。 

 続きまして、会計課について申し上げます。 

 会計課では、令和５年１０月からインボイス制度が施行されることに伴い、一

般会計及び町立在宅訪問診療所特別会計に係る適格請求書発行等についての対応

を行います。 
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 また、令和３年６月に閣議決定された規制改革実施計画に基づき、指定金融機

関等で取り扱っている公金の収納事務手数料が改定され、令和５年４月１日から

引上げや有料化されることとなりました。このことから、関係各課と連携して口

座振替を推進するなど、経費削減に努めてまいります。 

 続きまして、消防部局について申し上げます。 

 令和４年は救急件数が過去最多の６７０件となり、高まる救急需要に対応する

ため、導入から約２５年経過していた高規格救急自動車を更新いたしました。令

和５年度においても引き続き、導入から１８年経過している高規格救急自動車を

更新し、住民からの救急要請に対応してまいります。 

 全国的にも頻発している自然災害や、巨大地震災害時に派遣される緊急消防援

助隊、登録隊の車両についても順次更新を行ってまいります。 

 次に、平成２８年３月に情報管制室に整備された高機能消防指令システムの部

分更新について申し上げます。 

 このシステムは、１１９番通報の受信によって消防車両の出動指令から災害活

動までを支援し、一連の活動管理と部隊の運用を図るためのもので、消防本部の

心臓部となる機能を有しています。 

 今回の部分更新は、運用上重大な支障が発生する可能性がある部分について更

新を行い機能維持を図るもので、消防車両等に指令を出す情報処理システムのメ

インコンピュターのバージョンを最新のものに入替えします。あわせて、附属す

る老朽化機器も更新を行い、高機能消防指令システムの長寿命化を図ってまいり

ます。 

 消防団体制については、消防団の充実強化を図るなどの努力が評価され、今年

度は、公益財団法人日本消防協会より防災学習・災害活動車、総務省消防庁無償

貸付事業により救助用資機材・小型動力ポンプ搬送車の２台が交付されました。

さらに令和５年度にも救助用資機材・小型動力ポンプ搬送車１台の交付が決定さ

れております。 

 これらの車両、資機材を活用し、消防団活動の充実強化を図るとともに自主防

災組織や各種防火・防災関係機関への指導教育を行い、地域防災対応力の向上に

努めてまいります。 

 火災予防については、全国的にも工場や住宅火災の発生が後を絶たないことか

ら、引き続き住宅用火災警報器の設置、取替えを推奨してまいります。町内の事

業所などへの防火査察を実施するとともに、往復はがきによる消防用設備等の点
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検結果報告を徹底させ、違反是正に努めてまいります。 

 それでは、本定例会にご提案いたします議案等について申し上げます。 

 本定例会に提出いたします案件は、令和４年度永平寺町一般会計補正予算の専

決処分の承認についての承認案件が１件、令和４年度永平寺町一般会計補正予算

についてをはじめとする補正予算案件が８件、令和５年度永平寺町一般会計予算

についてをはじめとする予算案件が９件、永平寺町個人情報保護法施行条例の制

定についてをはじめとする条例案件が１０件、第二次永平寺町総合振興計画後期

基本計画の策定について等の案件が２件、永平寺町人権擁護委員候補者の推薦に

ついての諮問案件が１件の計３１件でございます。 

 それぞれの議案につきましては、上程の際、ご説明いたしますので、何とぞ慎

重にご審議いただき、妥当なご決議を賜りますようお願い申し上げます。 

 以上、本定例会の開会に当たり、町政に対する所信の一端と議案について申し

述べさせていただきました。 

 議員各位におかれましては、町勢発展に向けて一層のご尽力を賜りますようお

願い申し上げまして、開会のご挨拶といたします。 

 よろしくお願いします。 

～日程第４ 承認第２号 令和４年度永平寺町一般会計補正予算の専決処分の承

認について～ 

○議長（中村勘太郎君） 次に、日程第４、承認第２号、令和４年度永平寺町一般会

計補正予算の専決処分の承認についての件を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（河合永充君） ただいま上程いただきました承認第２号、令和４年度永平寺

町一般会計補正予算の専決処分の承認について、提案理由を申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額にそれぞれ７４万８，０００円を追加し、補正後の予算総

額を１００億８，９３８万６，０００円とするものです。 

 今回の補正予算は、本庁１階に設置のＪアラート受信機の故障により緊急修繕

が必要となったことから、修繕料の予算を令和５年１月２５日付にて専決処分さ

せていただいたもので、地方自治法の規定により、議会の承認をお願いするもの

であります。 

 以上、提案理由のご説明とさせていただきます。 

 よろしくご審議いただき、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 



 －22－

○議長（中村勘太郎君） これより質疑に入ります。 

 なお、質疑につきましては、会議規則第５５条の規定を遵守していただきます

ようよろしくお願いいたします。 

 質疑ありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 討論に入ります。 

 討論ございますか。 

 討論なしと認めます。 

 採決します。 

 承認第２号、令和４年度永平寺町一般会計補正予算の専決処分の承認について

の件を原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村勘太郎君） 異議なしと認めます。 

 よって、原案のとおり承認することに決しました。 

～日程第 ５ 議案第 ３号 令和４年度永平寺町一般会計補正予算について～ 

～日程第 ６ 議案第 ４号 令和４年度永平寺町国民健康保険事業特別会計補

正予算について～ 

～日程第 ７ 議案第 ５号 令和４年度永平寺町後期高齢者医療特別会計補正

予算について～ 

～日程第 ８ 議案第 ６号 令和４年度永平寺町介護保険特別会計補正予算に

ついて～ 

～日程第 ９ 議案第 ７号 令和４年度永平寺町立在宅訪問診療所特別会計補

正予算について～ 

～日程第１０ 議案第 ８号 令和４年度永平寺町下水道事業特別会計補正予算

について～ 

～日程第１１ 議案第 ９号 令和４年度永平寺町農業集落排水事業特別会計補

正予算について～ 

～日程第１２ 議案第１０号 令和４年度永平寺町土地開発事業特別会計補正予

算について～ 

○議長（中村勘太郎君） 次に、日程第５、議案第３号、令和４年度永平寺町一般会

計補正予算についてから日程第１２、議案第１０号、令和４年度永平寺町土地開

発事業特別会計補正予算についてまでの８件を一括議題といたします。 
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 提案理由の説明を求めます。 

 河合町長。 

○町長（河合永充君） ただいま一括上程いただきました議案第３号、令和４年度永

平寺町一般会計補正予算についてから議案第１０号、令和４年度永平寺町土地開

発事業特別会計補正予算についてまでの提案理由を申し上げます。 

 初めに、議案第３号、令和４年度永平寺町一般会計補正予算について申し上げ

ます。 

 歳入歳出予算の総額にそれぞれ１４億８８５万４，０００円を追加し、歳入歳

出の総額を１１４億９，８２４万円とするものです。 

 歳出の主なものについてご説明いたします。 

 総務費では、ふるさと納税寄附額の増加に伴う業務委託料、ふるさと応援基金

への積立金と、すこやか子育て支援基金やまちづくり基金への基金再編に係る額

などを計上しております。 

 民生費では、子ども医療費扶助や町外保育施設への広域入所への委託料などの

予算を計上しております。 

 農林水産業費では、上志比地区の事業者に、県より町を通じて交付される輸出

向けＨＡＣＣＰ対応施設整備交付金などの予算を計上しております。 

 土木費では、除雪作業日数が当初の見込みを上回ったことから、除雪作業委託

料などを計上しております。 

 次に、議案第４号から第１０号までの特別会計補正予算について申し上げます。 

 議案第４号、令和４年度永平寺町国民健康保険事業特別会計補正予算では、歳

入歳出予算の総額にそれぞれ７１３万８，０００円を追加し、歳入歳出の総額を

１６億４，６３４万４，０００円とするものです。 

 葬祭費の増額や過年度の事業精算により償還金が生じたことにより、補正をお

願いするものです。 

 議案第５号、令和４年度永平寺町後期高齢者医療特別会計補正予算では、歳入

歳出予算の総額からそれぞれ３，０２９万９，０００円を減額し、歳入歳出の総

額を２億８，１４０万６，０００円とするものです。 

 後期高齢者医療連合への納付金負担金の減額による減額補正をお願いするもの

です。 

 議案第６号、令和４年度永平寺町介護保険特別会計補正予算では、歳入歳出予

算の総額からそれぞれ９，６５６万３，０００円を減額し、歳入歳出の総額をそ
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れぞれ２１億８，１８５万４，０００円とするものです。 

 保険給付費におけるサービス利用や対象者の増減による給付費の精査により、

在宅系及び施設系サービス給付費の増減額や、介護予防に係る負担金、また介護

給付費準備基金への積立金等の減額補正をお願いするものです。 

 議案第７号、令和４年度永平寺町立在宅訪問診療所特別会計補正予算では、歳

入歳出予算に増減はなく、一般会計繰入金と繰越金による財源組替えの補正をお

願いするものです。 

 議案第８号、令和４年度永平寺町下水道事業特別会計補正予算では、歳入歳出

予算の総額からそれぞれ５３９万５，０００円を減額し、歳入歳出の総額を８億

２，６４９万６，０００円とするものです。 

 工事請負費における執行実績に基づく減額補正を計上しております。 

 議案第９号、令和４年度永平寺町農業集落排水事業特別会計補正予算では、翌

年度へ繰越しして使用できる経費の額を定めたものです。 

 議案第１０号、令和４年度永平寺町土地開発事業特別会計補正予算では、歳入

歳出予算の総額にそれぞれ２，０００円を追加し、歳入歳出の総額を１１６万５，

０００円とするものです。 

 令和４年度の決算見込額による補正を計上しております。 

 以上、議案第３号、令和４年度永平寺町一般会計補正予算についてから議案第

１０号、令和４年度永平寺町土地開発事業特別会計補正予算までの提案理由の説

明とさせていただきます。 

 よろしくご審議いただき、ご決議賜りますようお願い申し上げます。 

～日程第１３ 議案第１１号 令和５年度永平寺町一般会計予算について～ 

～日程第１４ 議案第１２号 令和５年度永平寺町国民健康保険事業特別会計予

算について～ 

～日程第１５ 議案第１３号 令和５年度永平寺町後期高齢者医療特別会計予算

について～ 

～日程第１６ 議案第１４号 令和５年度永平寺町介護保険特別会計予算につい

て～ 

～日程第１７ 議案第１５号 令和５年度永平寺町立在宅訪問診療所特別会計予

算について～ 

～日程第１８ 議案第１６号 令和５年度永平寺町下水道事業特別会計予算につ

いて～ 
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～日程第１９ 議案第１７号 令和５年度永平寺町農業集落排水事業特別会計予

算について～ 

～日程第２０ 議案第１８号 令和５年度永平寺町土地開発事業特別会計予算に

ついて～ 

～日程第２１ 議案第１９号 令和５年度永平寺町上水道事業会計予算について

～ 

○議長（中村勘太郎君） 次に、日程第１３、議案第１１号、令和５年度永平寺町一

般会計予算についてから日程第２１、議案第１９号、令和５年度永平寺町上水道

事業会計予算についてまでの９件を一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 河合町長。 

○町長（河合永充君） ただいま一括上程いただきました議案第１１号、令和５年度

永平寺町一般会計予算についてから議案第１９号、令和５年度永平寺町上水道事

業会計予算についてまでの提案理由を申し上げます。 

 初めに、議案第１１号、令和５年度永平寺町一般会計予算について申し上げま

す。 

 令和５年度当初予算は、第二次永平寺町総合振興計画後期基本計画に基づく事

業を着実に推進するために必要となる予算として、歳入歳出の総額をそれぞれ９

４億４，５１６万１，０００円と定めました。 

 電気料などの燃料費高騰に伴う増加額や、町有施設の長期保全や脱炭素化の推

進に対応するため、活用できる補助金と交付税措置の有利な合併特例債、過疎債

などの財源確保に取り組み、将来負担の増加にならないよう計画的な予算編成と

いたしました。いずれの予算も、町民の皆様が安心して快適に過ごしていただけ

るまちづくりを目指し、町民の利便性の向上を図りながら、将来に向けて財政の

健全運営への取組を行ってまいります。 

 次に、議案第１２号から第１９号までの特別会計予算及び上水道事業会計予算

の主な内容について申し上げます。 

 議案第１２号、令和５年度永平寺町国民健康保険事業特別会計予算では、歳入

歳出の総額をそれぞれ１６億１，７５０万５，０００円と定めました。 

 主な取組として、令和６年度から令和１１年度までの６年間を計画期間とする

データヘルス計画及び特定健診等実施計画の策定と、国民健康保険事業特別会計

の安定化を図るための予算を計上しています。 
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 議案第１３号、永平寺町後期高齢者医療特別会計予算では、歳入歳出の総額を

それぞれ２億８，８２５万１，０００円と定めました。 

 後期高齢者の生活習慣病予防のための疾病早期発見、早期治療などを目的とし

て予算を計上しております。 

 議案第１４号、令和５年度永平寺町介護保険特別会計予算では、歳入歳出の総

額をそれぞれ２０億８，８９６万７，０００円と定めました。 

 地域包括ケアの推進をはじめ、高齢者支援などの予算を計上しております。 

 議案第１５号、令和５年度永平寺町立在宅訪問診療所特別会計予算では、歳入

歳出予算の総額をそれぞれ１億２，７７６万９，０００円と定めました。 

 令和５年度から訪問看護を開始することとしており、地元医療機関や介護事業

者と連携し、多職種連携による在宅医療の充実を図るための予算を計上しており

ます。 

 議案第１６号、令和５年度永平寺町下水道事業特別会計予算では、歳入歳出の

総額をそれぞれ５億２，９９８万円と定めました。 

 永平寺中央浄化センターの設備更新や老朽化した松岡汚水中継ポンプ場のシー

ケンサー更新工事など、施設及び設備の更新を順次図っていくための予算を計上

しております。 

 議案第１７号、令和５年度永平寺町農業集落排水事業特別会計予算では、歳入

歳出の総額をそれぞれ１億７，８４８万４，０００円と定めました。 

 施設の適正な維持管理と公共用水域の水質保全を図るための予算を計上してお

ります。 

 議案第１８号、令和５年度永平寺町土地開発事業特別会計予算では、歳入歳出

の総額をそれぞれ１１６万３，０００円と定めました。 

 宅地を購入された方が令和５年度に住宅を新築した場合における助成金を計上

しております。 

 議案第１９号、令和５年度永平寺町上水道事業会計予算では、収益的支出を３

億２，３５１万４，０００円、資本的支出を２億２，６８９万４，０００円と定

めました。 

 上志比配水区での紫外線処理装置整備など、安全・安心な水道水の安定供給を

実施するための予算を計上しております。 

 以上、議案第１１号、令和５年度永平寺町一般会計予算についてから議案第１

９号、令和５年度永平寺町上水道事業会計予算についてまでの提案理由の説明と



 －27－

させていただきます。 

 よろしくご審議いただき、ご決議賜りますようお願い申し上げます。 

～日程第２２ 議案第２０号 永平寺町個人情報保護法施行条例の制定について

～ 

～日程第２３ 議案第２１号 永平寺町情報公開・個人情報保護審査会条例の制

定について～ 

○議長（中村勘太郎君） 次に、日程第２２、議案第２０号、永平寺町個人情報保護

法施行条例の制定についてから日程第２３、議案第２１号、永平寺町情報公開・

個人情報保護審査会条例の制定についてまでの２件を一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 河合町長。 

○町長（河合永充君） ただいま一括上程いただきました議案第２０号、永平寺町個

人情報保護法施行条例の制定及び議案第２１号、永平寺町情報公開・個人情報保

護審査会条例の制定について、提案理由を申し上げます。 

 永平寺町個人情報保護法施行条例では、デジタル社会の形成を図るための関係

法律の整備に関する法律による個人情報の保護に関する法律の一部改正に伴い、

同法の施行に関し、条例で定めるとされている事項について、永平寺町情報公開・

個人情報保護審査会条例では、個人情報の保護に関する法律の規定による審査請

求等について諮問する機関を永平寺町情報公開・個人情報審査会とするため、新

たに条例を制定するものです。 

 なお、それぞれの条例の施行期日は、デジタル社会の形成を図るための関係法

律の整備に関する法律の施行日となっていますが、法の施行期日は令和５年４月

１日でございます。 

 以上、提案理由の説明とさせていただきます。 

 よろしくご審議いただき、ご決議賜りますようお願い申し上げます。 

～日程第２４ 議案第２２号 永平寺町行政組織条例の一部を改正する条例の制

定について～ 

○議長（中村勘太郎君） 次に、日程第２４、議案第２２号、永平寺町行政組織条例

の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 河合町長。 

○町長（河合永充君） ただいま上程いただきました議案第２２号、永平寺町行政組
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織条例の一部を改正する条例の制定について、提案理由を申し上げます。 

 町の重要政策であります都市計画再編と移住、定住の支援を一体的に推進する

ため、新たに「えい住支援課」を設置することにより、条例の一部を改正するも

のです。 

 なお、この一部改正条例の施行期日は、令和５年４月１日でございます。 

 以上、提案理由の説明とさせていただきます。 

 よろしくご審議いただき、ご決議賜りますようお願い申し上げます。 

～日程第２５ 議案第２３号 永平寺町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部

を改正する条例の制定について～ 

○議長（中村勘太郎君） 次に、日程第２５、議案第２３号、永平寺町印鑑の登録及

び証明に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 河合町長。 

○町長（河合永充君） ただいま上程いただきました議案第２３号、永平寺町印鑑の

登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の制定について、提案理由を申

し上げます。 

 デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律による電子署名

等に係る地方公共団体情報システム機構の認証業務に関する法律の一部改正を受

け、コンビニ等で端末機を操作して印鑑登録証明書の交付を受けるに当たり、電

子証明書の機能が搭載されたスマートフォンを使用して交付が受けられるよう、

条例の一部を改正するものです。 

 なお、この一部改正条例の施行期日は、令和５年４月１日でございます。 

 以上、提案理由の説明とさせていただきます。 

 よろしくご審議いただき、ご決議賜りますようお願い申し上げます。 

～日程第２６ 議案第２４号 永平寺町防災行政無線設備の設置及び管理に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について～ 

○議長（中村勘太郎君） 次に、日程第２６、議案第２４号、永平寺町防災行政無線

設備の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題と

いたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 河合町長。 

○町長（河合永充君） ただいま上程いただきました議案第２４号、永平寺町防災行
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政無線設備の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について、

提案理由を申し上げます。 

 松岡西幼児園が令和５年３月３１日をもって閉園することに伴い、条例第３条

の別表に規定する無線局設置場所の名称を「松岡西幼児園」から「旧松岡西幼児

園」に変更するため、条例の一部を改正するものです。 

 なお、この一部改正条例の施行期日は、令和５年４月１日でございます。 

 以上、提案理由の説明とさせていただきます。 

 よろしくご審議いただき、ご決議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（中村勘太郎君） 暫時休憩します。 

（午前１１時１２分 休憩） 

────────────── 

（午前１１時２５分 再開） 

○議長（中村勘太郎君） 休憩前に引き続き再開させていただきます。 

～日程第２７ 議案第２５号 永平寺町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例の制定について～ 

○議長（中村勘太郎君） 次に、日程第２７、議案第２５号、永平寺町国民健康保険

税条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 河合町長。 

○町長（河合永充君） ただいま上程いただきました議案第２５号、永平寺町国民健

康保険税条例の一部を改正する条例の制定について、提案理由を申し上げます。 

 国民健康保険税の税率については、２年に一度、検討、見直しを行うこととし

ております。令和５年度からの税率につきまして、永平寺町国民健康保険運営協

議会からの答申のとおり変更することが妥当と考え、条例の一部を改正するもの

です。 

 なお、この一部改正条例の施行期日は、令和５年４月１日でございます。 

 以上、提案理由の説明とさせていただきます。 

 よろしくご審議いただき、ご決議賜りますようお願い申し上げます。 

～日程第２８ 議案第２６号 永平寺町給食センター条例の一部を改正する条例

の制定について～ 

○議長（中村勘太郎君） 次に、日程第２８、議案第２６号、永平寺町給食センター

条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 
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 提案理由の説明を求めます。 

 河合町長。 

○町長（河合永充君） ただいま上程をいただきました議案第２６号、永平寺町給食

センター条例の一部を改正する条例の制定について、提案理由を申し上げます。 

 昨年１２月議会におきまして、上志比幼稚園を閉園する旨の条例改正が可決さ

れましたので、関連する本条例の一部を改正するものです。 

 なお、この一部改正条例の施行期日は、令和５年４月１日でございます。 

 以上、提案理由の説明とさせていただきます。 

 よろしくご審議いただき、ご決議賜りますようお願い申し上げます。 

～日程第２９ 議案第２７号 永平寺町国民健康保険条例の一部を改正する条例

の制定について～ 

○議長（中村勘太郎君） 次に、日程第２９、議案第２７号、永平寺町国民健康保険

条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 河合町長。 

○町長（河合永充君） ただいま上程をいただきました議案第２７号、永平寺町国民

健康保険条例の一部を改正する条例の制定について、提案理由を申し上げます。 

 健康保険法施行令の一部改正に伴い、子育て世帯の出産に係る経済的負担の軽

減を図ることを目的として、本町の国民健康保険事業における出産育児一時金の

支給額を引き上げるため、条例の一部を改正するものです。 

 なお、この一部改正条例の施行期日は、令和５年４月１日でございます。 

 以上、提案理由の説明とさせていただきます。 

 よろしくご審議いただき、ご決議賜りますようお願い申し上げます。 

～日程第３０ 議案第２８号 永平寺町狂犬病予防法施行条例及び永平寺町手数

料徴収条例の一部を改正する条例の制定ついて～ 

○議長（中村勘太郎君） 次に、日程第３０、議案第２８号、永平寺町狂犬病予防法

施行条例及び永平寺町手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定ついてを議題

といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 河合町長。 

○町長（河合永充君） ただいま上程をいただきました議案第２８号、永平寺町狂犬

病予防法施行条例及び永平寺町手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定つい
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て、提案理由を申し上げます。 

 動物の愛護及び管理に関する法律の一部改正により、マイクロチップの装着及

び指定登録機関への情報登録が義務化されたことによって、狂犬病予防法に基づ

く犬の登録の特例制度が設けられました。 

 この制度に参加するに当たって、現行手数料と動物愛護管理法による登録手数

料のすみ分けを明記する必要性が生じたため、条例の一部を改正するものです。 

 なお、この一部改正条例の施行期日は、令和５年６月１日でございます。 

 以上、提案理由の説明とさせていただきます。 

 よろしくご審議いただき、ご決議賜りますようお願い申し上げます。 

～日程第３１ 議案第２９号 永平寺町土地開発基金条例を廃止する条例の制定

について～ 

○議長（中村勘太郎君） 次に、日程第３１、議案第２９号、永平寺町土地開発基金

条例を廃止する条例の制定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 河合町長。 

○町長（河合永充君） ただいま上程をいただきました議案第２９号、永平寺町土地

開発基金条例を廃止する条例の制定について、提案理由を申し上げます。 

 社会情勢の変化に伴い、現在の行政運営における土地の先行取得の必要性が薄

れており、土地開発基金設置の意義が低下していることから、同基金を廃止する

ため、この条例を制定するものです。 

 なお、この条例の施行期日は、令和５年４月１日でございます。 

 以上、提案理由の説明とさせていただきます。 

 よろしくご審議いただき、ご決議賜りますようお願い申し上げます。 

～日程第３２ 議案第３０号 第二次永平寺町総合振興計画後期基本計画の策定

について～ 

○議長（中村勘太郎君） 次に、日程第３２、議案第３０号、第二次永平寺町総合振

興計画後期基本計画の策定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 河合町長。 

○町長（河合永充君） ただいま上程をいただきました議案第３０号、第二次永平寺

町総合振興計画後期基本計画の策定について、提案理由を申し上げます。 

 令和４年度をもって前期基本計画の計画期間が終了することから、令和５年度
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から令和８年度までの４年間を計画期間とする第二次永平寺町総合振興計画後期

基本計画を、２月１６日に町振興計画審議会長から答申の報告を受け策定しまし

たので、永平寺町議会基本条例第８条第１号の規定により、議会の議決を求める

ものです。 

 以上、提案理由の説明とさせていただきます。 

 よろしくご審議いただき、ご決議賜りますようお願い申し上げます。 

～日程第３３ 議案第３１号 町道の認定について～ 

○議長（中村勘太郎君） 次に、日程第３３、議案第３１号、町道の認定についてを

議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 河合町長。 

○町長（河合永充君） ただいま上程いただきました議案第３１号、町道の認定につ

いて、提案理由を申し上げます。 

 本件は、都市計画法第２９条の規定に基づく開発行為により宅地造成地内の新

設道路が本町に譲渡されたことに伴い、町道に認定しようとするもので、道路法

第８条第２項の規定により、町道の路線認定について、議会の議決を求めるもの

です。 

 以上、提案理由の説明とさせていただきます。 

 よろしくご審議いただき、ご決議賜りますようお願い申し上げます。 

～日程第３４ 諮問第１号 永平寺町人権擁護委員候補者の推薦について～ 

○議長（中村勘太郎君） 次に、日程第３４、諮問第１号、永平寺町人権擁護委員候

補者の推薦についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 河合町長。 

○町長（河合永充君） ただいま上程いただきました諮問第１号、永平寺町人権擁護

委員候補者の推薦について、提案理由を申し上げます。 

 永平寺町人権擁護委員１名が令和５年６月３０日をもって任期満了となるた

め、その後任者を法務大臣に推薦したいので、人権擁護委員法第６条第３項の規

定に基づき、議会の意見を求めるものです。 

 推薦する者の氏名は山口利明氏です。山口氏はこれまで人権擁護委員として３

年間務め、人権擁護に理解があり、人格、識見が高く、広く社会の実情に通じ、

委員として適任でありますので推薦するものでございます。 
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 以上、提案理由の説明とさせていただきます。 

 よろしくご審議いただき、ご決議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（中村勘太郎君） これより、諮問第１号について質疑を許可します。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村勘太郎君） ないようですから、質疑を終わります。 

 本件は、山口利明君を適任とすることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村勘太郎君） 異議なしと認めます。 

 よって、諮問第１号、永平寺町人権擁護委員候補者の推薦についての件は、山

口利明君を適任とすることに決定いたしました。 

 暫時休憩します。 

（午前１１時３６分 休憩） 

────────────── 

（午前１１時３６分 再開） 

○議長（中村勘太郎君） 休憩前に引き続き再開します。 

 永平寺町人権擁護委員候補者の推薦については、お手元に配付しました意見書

のとおり答申したいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村勘太郎君） 異議なしと認めます。 

 よって、諮問第１号、永平寺町人権擁護委員候補者の推薦についてについては、

お手元に配付いたしました意見書のとおり答申することに決定いたしました。 

～日程第３５ 請願第１号 所得税法第５６条の廃止を求める意見書採択のお願

い～ 

○議長（中村勘太郎君） 次に、日程第３５、請願第１号、所得税法第５６条の廃止

を求める意見書採択のお願いについてを議題といたします。 

 お諮りします。 

 この請願書は、お手元に配付しました請願文書表のとおり、会議規則第３９条

第１項の規定により総務産業建設常任委員会に付託したいと思いますが、これに

ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村勘太郎君） 異議なしと認めます。よって、請願第１号、所得税法第５



 －34－

６条の廃止を求める意見書採択のお願いについての件を請願文書表のとおり、総

務産業建設常任委員会に付託することに決定いたしました。 

 委員会におかれましては、休会中に審査をしていただき、今定例会中に審査の

結果を議長に提出くださいますようお願いいたします。 

～日程第３６ 議員派遣の件～ 

○議長（中村勘太郎君） 次に、日程第３６、議員派遣の件を議題といたします。 

 お諮りします。 

 議員派遣の件については、地方自治法第１００条第１３項及び会議規則第１２

８条の規定により、お手元にお配りいたしましたとおり派遣することにしたいと

思います。なお、派遣期間、派遣場所、派遣議員等の変更については、議長に一

任願いたいと思います。異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村勘太郎君） 異議なしと認めます。 

 よって、議員派遣の件は、お手元に配りましたとおり派遣することに決定いた

しました。 

 暫時休憩します。 

（午前１１時３９分 休憩） 

────────────── 

（午前１１時４０分 再開） 

○議長（中村勘太郎君） 休憩前に引き続き再開します。 

 お諮りします。 

 これをもちまして、本日の日程は全て議了しました。 

 本日はこれをもちまして散会したいと思いますが、これにご異議ございません

か。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村勘太郎君） 異議なしと認めます。 

 よって、本日はこれをもちまして散会することに決定いたしました。 

 本日はこれをもって散会いたします。 

 なお、明日２月２８日から３月５日までを休会といたしたいと思います。ご異

議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村勘太郎君） 異議なしと認めます。 



 －35－

 よって、明日２月２８日から３月５日までを休会といたします。 

 なお、３月６日は午前１０時より本会議を開催いたしますので、ご参集のほど

よろしくお願いいたします。 

 本日はどうもご苦労さまでございました。 

（午前１１時４１分 散会） 

 


